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一一
収蔵資料紹介①

で ん や し き やま おお がめ

伝 ・屋敷 山出上の大甕
1 は じめに

平成5年 8月 3日、市内中央二丁目にお住まいの山

田栄司氏より大甕 1点の寄贈を受けた。この大甕は、

山国家に数代前から伝来するもので、明治時代初期に

市内屋敷山 (旧小字名、現中藤一丁目)か ら出土した

ものであると伝えられている。この伝承は筆者も屋敷

山周辺にお住まいの複数の方々より聞いており、ほば

間違いのないものと判断される。ただし、後に述べる

とおり明確な出土地点が不明であり、残念ながら本稿

に 「伝Jを 付けざるを得なかった所以である。

資料の受領に際して、本資料は山国家の物置内に板

枠にはめ込むように据えつけられていた。かつては土

間に置き、麦など穀物の貯蔵用に使用していたとのこ

とである。資料の運搬は、当初の予想をはるかに上回

る大きさと重さのため困難を極めることとなってしまっ

た。当館職員2名で合車等を使いながら何とか物置か

ら運び出し、一時的に近所のお宅に保管していただい

た。館への運搬は後日4人がかりでやっと成し遂げる

ことができた。このことからその重さを知っていただ

けることと思う。
ち,かめ  あ いが■

この大甕は見慣れた近世、近代の茶甕や藍甕に比較

すると、極めて特異な形態であり、一見して古そうな

印象を持ち得た。後に資料の検討を進める過程で、そ

の形態や胎土から中世常滑 (愛知県常滑市周辺)窯 のヽプ

製品であることが判明した。近年の中世考古学の進展

は陶磁器類の位置づけをかなり精密なものとしている。

そうした中世考古学の成果に照らしてみると、本資料
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は東国において完形で遺存 した数少ない事例であるこ  て 、数少ない

と、また先述 したようにその重さから運搬及び流通に  貴 重な中世資

ついて考える好材料でもある。そして何より本市にとっ  料 である。

2 資 料の紹介

本資料は中世常滑窯産の大甕である。法菫 よ実測1図

の計測位置で示すと、日径53 6cm、肩部最大径84 6cm、

底径17 4cm、高さ736c.を計る。底部付近にヒビ割れ

があり、日縁部にも欠損がみられるが、完全な形態を
とと

止めるものである。底部には後世につけられたセメン

トが付着している。器形は底部から胴部にかけて偽踏

しながら立ちとがり、肩部で最大径をとる。肩部から
1 1 l  S 【

し緊笙;t督手雷横走居倍!:m翻懸舞
ている。この縁帯の断面形は、頭部との間にほとんど
すき ま

隙間がなく密着した状態であり、わずかに日縁上端に

窪みがみられる.い わゆる 「N字 状日縁Jの 痕跡を止

めるものである。

成形痕は図示し得なかったが、肩部内面に横方向の
| 十t ち ょ

ヘラの痕跡が顕著であった。色調は褐色が中心で、底

部付近で種色、黄種色を呈する。肩部から口縁部にか

けて一
部灰白色の部分が斑状にみられ、その周囲に自

いう

然釉の付着がわずかに認められる。底部にはヘラによ

る 「×J印 が描かれている。本資料は日縁部及び底部

に大きな歪みがあり、不安定である。

この大甕の製作年代については、赤羽一郎氏の編年
あた

案 (第2図 )を 参照すると、 「N字 状Jの 痕跡を止め

″
〕

3 出 土推定地

本資料の出土地点は冒頭でも述べたように不明であ

る。 しかし、聞き取り調査により複数の出土推定地が

挙げられた。まず、寄贈者の山田栄司氏の談話の概略

を示しておく。

①掘り出した人物 … 山田栄司氏の曽祖父で、万蔵と

いう名前であった。

②掘り出した年代…… 曽祖父の代ということから明治

時代の初期ではなかろうか。

③掘り出した場所…… 正確な場所は不明。ただし、

「屋敷山Jと いう屋号を持つ家

(第4図 に 「ヤシキヤマJと 記し

た所)の 裏から第二小学校までの

範囲と聞いている。

第2図 常 滑編年図 (赤羽一郎氏作)

中央公論社「日本陶磁全集8Jよ り

る日縁部形態

や肩部の張り

出し具合から

第Ⅳ期に相当

すると考えら

れる。実年代

では新 しく捉

えても15世紀

前半 (1401年

～1450年)代

である。日本

史の時代区分

でいえば室町

時代前期から

中期に相当す

る。

これらの内

容のうち①、

②については

複数の方 か々

らの聞き取り

では、否定さ

れる談話は得

られなかった。

また、広い範

囲で字屋敷山

から出上したことは聞き取り調査を行った方々全員の

談話が一
致 していた。

より詳細な出土地点については第3図 、第4図 に示
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したA及 びBの範囲が挙げられた。Aの 範囲について

は村山美春氏 (文化財保護審議会委員)、 中藤祥瑞氏

(文化財保護審議会委員、真福寺住職)か らの御教示

である。Bの範囲については 「屋敷山」の屋号を持つ

内野秀雄氏からうかがった話である。
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この他にも、現第三小学校の校舎の位置から出上し

たとの談話も得ている。いずれにしろ、どの内容も二

次的、三次的な伝承となってしまった現在、各説の紹

介に止めておきたい。ただし、字屋敷山から出上した

ということはほぼ間違いないものと思われる。

酔 1 大 変 出 土 推 定 地

第 3図  大 甕 出土推定地 と屋敷 山周辺の地形 図
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韓 大 甕 出 土 推 定 地

第 4図  屋 敷山周辺の地籍 図 (昭和39年)

4 ま とめ

字屋敷山には従来、近世初頭の旗本前鳴氏の屋敷跡

(陣屋跡)力 あ`ったといわれてきた。本資料も長い間

公にされなかったにもかかわらず、地元ではその出土

の伝承が残り、前鳴屋敷と関連づけて考えられてきた。

聞き取り調査の過程で、 「前鳴様の水甕」であるとか

「前鳴様の便所甕」といった話をよく耳にした。第4

図にも示したとおり、この付近には 「ヤシキヤマJや

「イシグラJと いった屋号があり、他にも 「イングラ
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坂Jと いう坂の名称、 「バンバ (ィ馬場)ッ カタJあ る

いは 「バンバ (″弓場)グ ミJと いった地域名 (正確に

には小集落名か)も あり、屋敷跡との関連は注目され

る。しかし、本資料に関しては前嶋氏屋敷跡との関連

を考えるのは年代的に無理がある。内閣文庫に残る前

嶋又二郎宛の所領宛行状 (家康発給文書)の 写しや寛

政重修諸家譜を参照すると、前鳴氏の中藤村の知行は

天正20年 (1592年)か らである。本資料の製作年代と

は少なくとも150年の開きが生じてしまう。大変の伝

世を考慮しても開き過ぎといえよう。むしろ今後の調

査によっては、より古い居館跡等を考慮に入れる必要

も出てくるのではないだろうか。

次に本資料の使用状況であるが、出土地点さえも不

明であり、積極的推論は避けるべきであろう。ただし、

類例から学び、判断の材料を導き出すことは重要であ

る。ここでは東京都内での常滑産大甕の類例を以下に

示しておきたい。

①府中市郷上の森博物館所蔵の府中市宮町出上のも

の

②品川区立品川歴史館所蔵の品川区御殿山出tと 推

定されるもの

③府中駅南口第二地区再開発事業建設予定地出上の

もの

①、②はともに本例と同様、採集資料であるが、①に

ついては出土状況が判明している。①の事例の報告者

英太郎氏は、地下式横穴墓の存在と甕の破片に付着し

た骨粉から甕棺葬を想定されている。②の事例は出上

地点、出土状況不明としながらも報告者の谷口柴氏は

御殿山出上の中世遺物群 (板碑、五輪塔、人骨、武呉)

や清徳寺という中世寺院との関連から 「甕棺などの葬

送に用いられた可能性Jを 挙げている。③は唯一、発

掘調査により検出された事例であり、大甕の使用状況

を積極的に論じる証拠となるものである。まだ調査が

終了したばかりであり、詳細は後日示されるであろう

が、昨年実施された現地説明会では地下式横穴に伴う

甕棺墓として発表された。

以上のように東京都内での大甕の出土事例は甕棺と

しての用途を示すものである。

さて、本資料の出土地の聞き取りを進める過程で次

のような興味深い話をうかがった。それは現在の第三

小学校校地の西側中央部から真福寺観音堂にかけて土

手があり、そこに地下室があったというものである。

この話についても古老からの二次的な伝承であるが、

渡辺善
一
郎氏 (武蔵村山郷上の会)、 本木義治氏 (武

蔵村山郷上の会)の 両名から聞き得たものである。現

状ではこの地下室について確認できないが、仮にこの

地下室が地下式壌 (地下式横穴墓)で あったならば、

屋敦山の地に中世の墓が存在 したことになり、真福寺

の存在とともに興味深い推論も可能となるであろう。

今後の資料の蓄積が待たれる。

最後に本資料のような大甕の運搬、流通について触

れておく。既に赤羽一
郎氏により関東の常滑製品の検

討の過程で次のような指摘がなされている。 「以上、

武蔵国の多摩川と荒川 (入間川)の 水系に沿って出土

分布をみてきたが、関東平野の他水系にくらべて、長

期間にわたる分布密度の濃さは、高価であったであろ

う陶器の消費能力を保障する生産力の高さと、両水系

の水運の便利さを示しているといえよう。このことに

は常滑窯大甕が鎌倉と上総といった沿海部を除いては

この両水系だけにみられることからもうかがわれようどJ

長い引用になってしまったが、本資料も以上の指摘を
か し

裏付ける-711となるであろうし、河岸からの陸路につ

いても問題を提起するものである。奇しくも東京都内

の他の類例は品川 (中世の湊)と 府中 (武蔵国府)で

あり、多摩川に沿った地域での検出である。

以上とりとめのない資料紹介となってしまったが、

本資料について多くの御教示がいただければ幸いであ

るⅢ本稿については次の方 に々御世話になった。厚く

御礼申し上げる. (文責 山 田義高)

井上理子 内 野正 内 野秀雄 大 金雅人 高 橋健樹

塚本博之 中 藤祥瑞 橋 口尚武 村 山美春 目 黒洋

志 本 木義治 森 達也 山 田栄司 吉 田政一 渡 辺

善一郎  (敬 称略、五十音順)
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1991 「品川歴史館所蔵の常滑大甕J
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「常滑渥美 日 本陶磁全集8J

(中央公論社)
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「府中市官町出上の常滑焼大甕

について」 (府 中市立郷土館

研究紀要第十二号)
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収蔵資料紹介②

さしせん

中村家 旧蔵の繕銭
1 1よ じめに

平成4年 1月20日、市内岸三丁目にお住まいの中村

輝夫氏より縄に通した状態の寛永通宝 192枚を寄贈し

ていただいた。これはいわゆる 「絹銭」と呼ばれるも

ので、麻縄に銭を通して束ねている。寛永通宝 192枚

という数にも驚いたのであるが、 「繕銭Jの 状態で銭

が残されていたことにも注意が向けられた。

 々 本 資料は写真のとおり、寛永通宝の束が二行で一連

ンになっている。この一束を一
繕と呼んでいる。近世に

おいて一
循は通常鈍枚であり、 「くろくせんJな どと

呼ばれたりしたようである。本例も二行ともに96枚を

数える。
一

説には、96という数字が2、 3、 4、 6、

8な ど多くの数で割り切れるという特徴を持っており、

計算上の利便さから用いられたといわれている。中世

においては、遺跡の発掘調査などで検出される銭 (輸

入中国銭など)の
一

繕は97枚が多いようである。

こうした一
繕鈍枚や97枚の銭は九十六文、九十七文

ではなく、百文として通用していたようである。この

ような慣行のことを省旧 (百)法 という。

また、本例のように一
繕を二行に結び、それを五連

中村家は江戸時代後期に酒造業を営んでいた豪農で、

近代以降も繭の取引を行っていた。当家に残る古文書

には天保10年 (1鶴9)に 秩父郡金崎村百姓五郎助より

(中村)五 左衛門が酒造株を譲り受けていることが記

されている。本資料はそうした中村家の商家時代から

の遺存品と思われる。

にして一貫文 (千文)と したものを青繕という。この

青繕は礼物用として公家や武士の間で用いられていた

が、江戸時代以降は商家や農家でも用いられるように

なったといわれている。中村家に本資料の受領にうか

がった折、他にも寛永通宝の繕銭が数連あったことを

思えば、青橋の状態であった可能性がある。

縄は麻縄を用い、両端と中央に結び目がみられる。

連ねられた寛永通宝 192枚はいずれも裏に 「文Jの 文

字の入る 「文銭Jで ある。この文銭は寛文八年 (1668)

から大和三年 (1683)まで江戸亀戸で鋳された良質の

寛永通宝で、 「新寛永Jと 呼ばれる最初のものである。

最後に塚本博之氏には貴重な御教示をいただいた。

厚く御礼申し上げる。 (文責 山 田義高)
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L__J帥
寛永通宝

や
寄 贈 者 寄 贈  品

シ
寄 贈 者 寄 贈  品

氏 名 住 所 日
叩 名 数 量 氏 名 住 所 口

田 名 数 畳

1 栗 原 ハ ツ 残堀二丁 目 椀 10 6 荒 田 重 之 岸二丁 目 地 券 1

脱 穀 機 他 3 5 7 山 崎 一 雄 三ツ木二丁 目 氷  砕  機 1

2 乙 幡 忠 三 中央三丁 目 鍬 3 8 Jヽ 孝 治 岸五丁 目 打 製 石 斧 3

龍 他 19 9 比 留 間 市 郎 三ツ木一丁 目 足踏み脱穀機 1

3 下 田 九 一 郎 岸三丁 目 天 杵 ば か り 1 10 山 田 栄 司 中央二丁 目 大 甕 1

4 加 藤 安 義 中央三丁 目 自
目 子 1 キ  セ   ル 1

着  物  他 2 0 11 波 多 野 誠 中央一丁 目 写 真 2

5 植 野 正 雄 中央三丁 目 戦 時 国 債 1
つ
々 布 田  傑 三ツ木一丁 目 戦 時 国 債 1

料首
日

Ｂ
只寄 資 (平成 4年 10月 1日 ～平成 5年 9月 30日)
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